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年　月 開催地 受講人数 合格人数





2016年７月〜10月　３開催 赤平市 66名 63名
2016年９月〜12月　２開催 芦別市 39名 33名
2016年１月〜２月　２開催 寿都町 35名 35名
2017年２月〜３月　３開催 函館市 72名 71名
2017年５月 生協ひろしま 28名 26名
合　計 327名 307名
表２　「ゆる元体操」指導者アンケート回答者
年　代 １：一人で指導する ２：他の指導員と　　　　複数人で指導する ３：指導していない 合　計
〜39歳 3名 4名 10名 17名
40歳〜64歳 8名 18名 41名 67名
65歳以上 20名 56名 28名 104名

























設　問 １：一人で指導する ２：他の指導員と複　　数人で指導する ３：指導していない 合　計
健康状態 １：非常に良い ３名 ９名 ５名 18名
２：良い 13名 31名 34名 78名
３：普通 13名 33名 38名 84名
４：悪い １名 ３名 １名 ５名
５：非常に悪い ０名 ０名 ０名 ０名
運動習慣 １：行うつもりはない ０名 ０名 ０名 ０名
２：行わなければならない
　　と思う
６名 19名 33名 58名
３：ときどき行っている ８名 26名 17名 51名
４：最近はじめた ０名 ２名 １名 ３名
５：６カ月以上行っている 15名 27名 27名 69名
社会活動 １：地域活動 25名 63名 43名 131名
２：学習・研究 19名 39名 39名 97名
３：趣味・娯楽 27名 63名 62名 152名
４：ＳＮＳ 17名 38名 43名 98名
５：家族や親族の介護 ９名 19名 16名 44名
表４　ゆる元活動アンケートの結果（ゆる元活動の実態）
設　問 １：一人で指導する ２：他の指導員と複　　数人で指導する ３：指導していない 合　計
ゆる元活動を
知ったきっかけ
１：事業主催者 21 名 55 名 53 名 129 名
２：広報誌など ６ 名 ８ 名 18 名 32 名
３：友人・知人 １ 名 ８ 名 １ 名 10 名




































受講の動機 自分の為 役に立ちたい 仕事上 誘われて 興味関心













３：指導していない 27 名 24 名 1 名 12 名 15 名
介護予防の運動に興味があったから
ボランティア部でのお手伝いの為
内容に興味を持ったので。無理をしない事で長く続けられるという点に。
元気なので、仕事を辞めた機に何か参加したい。自分の為外出する機会を多くとりたい
普段体操などをしないので、やってみようと思ったから。
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